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韓国第二の都市「釜山」（人口：370万

人）で、APEC（アジア太平洋経済協力会

議）の開催に合わせて、2005年11月14日

から16日までの3日間、韓国最大の通信

事業者であるKTは、釜山のパラダイスホ

テルにAPEC参加国を中心に国内外か

ロ。Wireless Broadbandからの造語）と

変更したもの。このWiBroは、2005年12

月7日に標準化されたIEEE 802.16e（モ

バイルWiMAX）標準をベースにして開発

されたため、「韓国版モバイルWiMAX」

とも呼ばれている。

韓国のワイヤレスブロードバンド

「WiBro最前線」
2006年4月の商用化に向けて、KTが釜山でデモを公開

らIT関連のVIP約300名を招いて、世

界初の「WiBro」に関する展示やデモおよ

びカンファレンスを開催した（写真1）。

WiBroとは、韓国情報通信部が「携帯

インターネットサービス」というサービス名

をより国際化するため、「WiBro」（ワイブ

本誌編集部

図1 KT WiBroデモネットワークのイメージ構成図

タブレットPC

WiBroロボット
（ホームセキュリティー、
エンターテインメントサービス）

ACR：Access Control Router
RAS：Radio Access Station
PSS：Portable Subscriber Station

IPコアネットワーク
公衆電話網

インターネット

WiBro端末群
（PSS）

WiBro PCMCIAカード

WiBro制御局（ACR）WiBro制御局（ACR）

ハンド
オーバー

ハンド
オーバー

ハンド
オーバー

ハンド
オーバー

WiBro基地局
（RAS）

WiBro基地局（計10局）
（RAS）

BEXCO展示会場 パラダイスホテル

約3km

釜山（プサン）の
海雲台地区
（ヘウンデ）

WiBro M8000

ハンドオーバー

WiBroバス内のWiBro
端末デモの様子

WiBroバス

特別レポート

写真1 パラダイスホテルにおけるKTのWiBroのプレゼンテーション。会場となったホテルと外部拠点4つを結んでテレビ会議を実演。
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WiBroサービスは、都市規模のエリア

をカバーし、下り最大18.5Mbps、上り最

大6.2Mbpsを無線で実現する規格である

（表1参照）。2006年4月からサービスが

提供されるため、実際の商用化にかなり

近いデモとなった。

今回のWiBroネットワークの全体構成

は図1のようなイメージで、パラダイスホテ

ルから「APEC IT展示会」が行われた

BEXCO展示会場までの約3kmの区間で

はWiBroバスツアー（写真2）も行われ、

バス車中での移動環境（ユビキタス環境）

においてもWiBroデモを体験できた。

WiBro端末については、サムスン電子

は初日の11月14日に、モバイルフォンタイ

プのH1000（折りたたみ式、ACCESSの

ブラウザーソフト「NetFront v.3.2」搭載）

とPDAタイプ（スライド式、高機能なス

マートフォン、「Windows CE」搭載）の

M8000の2機種を発表した（写真3）。ま

た、WiBroのPC端末にはサムスン電子

が開発した世界初のWiBro PCMCIA

カードが使用された（写真4、写真5）。

今回のデモのWiBroサービスは、

【1】メディア（放送）サービス

① Wonder-Eye：APEC映像情報、国

際ニュース等、② Wonder-Media：ライ

ブTV、P2Pストリーミング等

【2】通信サービス

① Wonder-Message：IM、マルチメディ

アメール等、② Wonder-Phone：IP電話）

【3】データサービス

① Wonder-Net：ビデオ会議を含むブ

ロードバンドサービス、②Wonder-Tour、

レジャーなどの位置案内情報

などの3分野（トリプルプレイ）で6つの

サービスが提供され、デモを盛り上げた。

国立昌原（チャンウォン）大学校の 金

知寛（キム・ジクァン）副教授（写真6）は、

世界初の商用化を目指すKTのWiBroに

ついて、「近い将来、WiBro端末を手に

持って移動しながら映画や音楽、テレビ、

メール、ウェブ、画像電話などのマルチメ

ディアデータを、自由自在に使う人々の風

景を都心のどこでも見かけるようになれ

ば、KTは新世界の開拓者として名を残

すだろう。方向さえ正しいと判断したら、

どんな苦難があっても「真っ直ぐ！」と「前

進！」の心意気をもって現在の成功を築い

た韓国の企業特有の勝負根性が、今回も

発揮されるのだろうか。それにしても、胸

がワクワクして熱くなったのは、私が韓国

人だからなのだろうか」と、印象を語った。

なお、本取材に当たり、韓国情報通部

の宋 相勳（ソン・サンフン）氏にご協力い

ただきましたことに深く感謝いたします。

（出典：WiBro/Mobile WiMAX Toward 4G、Wonderfull Life by KTWiBro、2005.11.15）

写真6：WiBroデモの印象を語る、取材に同行し

ていただいた金 知寛 副教授（国立昌原大学校）。

写真3：PDAタイプ（ス

ライド式、高機能なスマー

トフォン）のM8000に

映し出されたWonder-

Eyeのサービス画面。

写真4：世界初のWiBro（モバイルWiMAX）用の

PCMCIAカード。

写真5：WiBro PCMCIAを挿入したタブレット

PC（HP社製）。画面はWonder-Eyeサービスの

実演。見たいメニューを選択すると右側に選択し

た画面が表示される。

写真2：WiBroバスの外観。内部（図1参照）は

ユビキタスオフィスとなっている。

表1 WiBro、W-CDMA、CDMA2000の比較

通信方式 W-CDMA CDMA2000

項目
WiBro

R4（リリース4） R5（HSDPA） 1x EV-DO 1x EV-DO Rev.A

複信方式 TDD FDD FDD FDD FDD

多元接続方式 OFDMA CDMA CDMA CDMA CDMA

帯域幅 10MHz 5MHz×2 5MHz×2 1.25MHz×2 1.25MHz×2

使用周波数 2.3～2.4GHz 上り：1.94～1.98GHz/下り：2.13～2.17GHz 800MHz/1.8GHz 800MHz/1.8GHz

最大伝送速度 下り 18.5Mbps 2Mbps 14Mbps 2.5Mbps 3Mbps

上り 6.2Mbps/ユーザー 2Mbps/ユーザー 2Mbps/ユーザー 150kbps/ユーザー 1.2Mbps/ユーザー
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Interview WiBro戦略を聞く‐1
特別レポート

WiBroのキラーアプリケーションは
モバイルフォン＋DMB
●李 京周（リ・キョンジュ）
サムスン電子 常務（情報通信総括担当）

■インタビュアー　金 知寛（キム・ジクァン）国立昌原(チャンウォン)大学校 副教授/本誌編集部

WiBro端末もWiBro通信機器
も開発

■ 李さんご自身の簡単なプロフィールを

お話しいただけますか？

● これまで、スイッチングシステム（交換

機）の開発をはじめ、営業技術の分野、

あるいはボイスメール、ページャーなど、

携帯電話の商品企画などを手がけてきま

した。現在は、情報通信総括という立場

から、情報通信全般の企画を担当してい

ます。その中心的なものは携帯電話関連

で、CDMA2000やW-CDMA、さらにこ

れから韓国でサービスが提供される

WiBro（ ワイブ ロ 。Wireless Broad-

band）などの関連機器です。また、国内

外の研究所の運営も担当しています。

■ 現在、3G（第3世代）の携帯電話が急

成長し、サムスン電子はこの分野で世界

第3位のマーケットシェアもっているの

に、なぜWiBroを選んだのでしょうか？

● 現在、移動通信における時代の流れ

は、音声を主体とする通信からデータ通

信の方向へ大きく移り変わろうとしてい

ます。この時代の流れを捉え、新しいビ

ジネスを拓くために、まず先行技術を開

発する必要がありました。このため、

WiBroの研究・開発に踏み出しました。

■ 具体的には、WiBroに関連してはどの

ような製品を開発していますか？

●WiBroは2006年4月から、KTによっ

て商用サービスが開始されますが、これ

に向けて2005年11月14日、世界でも初

めてのWiBro端末を2機種発表しまし

た。

1つはモバイルフォンタイプのH1000

で、もう1つはPDAタイプ（高機能なス

マートフォン）のM8000です。

H1000（画面：2.2インチの液晶）は、折

りたたみ式の携帯電話型で、開くとパソ

コンと同じようにキーボードが利用でき

るようになっています。

上位機種のスライド式のM8000（画

面：2.4インチの液晶）は、WiBroのほか

に Bluetooth や衛星デジタル放送（S-

DMB：Satellite Digital Broadcasting）

も受信できるチューナーを内蔵していま

す。これらは MIT（Mobile Internet

Terminal）ともいわれます。また、世界初

のWiBro PCMCIAカードを発表しまし

たが、これを挿入することによって、ラッ

プトップPCやタブレットPCを、容易に

WiBro端末にすることができます。

さらに、WiBroシステムを構築する主

要な通信機器で、当社が開発したWiBro

RAS（Radio Access Station、無線基地

局）や、無線基地局とIPネットワーク（コ

アネットワーク）の間に置かれるWiBro

ACR（Access Control Router、アクセス

制御ルーター）なども、今回のWiBroデ

モで使用されています（78ページの「KT

WiBroネットワークのイメージ構成図」参

照）。

このWiBro RAS はユーザー（WiBro

端末）と直接電波をやり取りするWiBro

の無線基地局のことで、WiBro ACRは

無線基地局（RAS）からのユーザーの

データを中継し、IPコアネットワークに送

る装置です。いずれも、ユーザーの移動

に伴ってハンドオーバー（切り替え）の機
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能を備えています。

なお、WiBroは2005年12月に標準化

が予定されている（注. 12月7日に標準化

完了）IEEE 802.16e（モバイルWiMAX）

と調和させ、互換性を実現する作業が続

けられています。

放送・通信融合の
キラーアプリケーションは
DMB

■ 韓国では、衛星DMB（2005年5月開

始、モバイル用衛星デジタル放送）に続

いて、地上波DMB（2005年12月1日開

始、モバイル用地上波デジタル放送）の

本放送が開始されています。このような

中で、WiBroというデータ通信主体のワ

イヤレスブロードバンド通信と、モバイル

向けのDMBというデジタル放送が本格

的に提供されはじめていますが、通信と

放送は融合するのでしょうか？

● それは非常に重要な問題ですね。放

送と通信の融合がどうなるかというの

は、融合するとどのようなサービスにな

るかということです。これまで、サービス

に関してはいろいろな例がありました

が、具体的にモバイルフォン（携帯電話）

にDMB（放送）を載せてみたら、放送と

通信の融合とはこのような形なのではな

いかとユーザーに受け入れられ、これが

大きな反響を呼びました。

結局、このようなモバイルフォンに

DMBを載せた融合形態が、キラーアプ

リケーションになるのでないかと思いま

す。

こうなってくると、産業のほうがすでに

放送と通信の融合を具体化してしまって

いることになります。今後は法律が、後

から整備されていくのではないかと思い

ます。

モバイルフォンでテレビ放送が受信で

きるようになりましたが、現時点ではまだ

受信するだけの片方向のサービスです。

しかし、間もなく双方向になり、モバイ

ルフォンで、テレビを見ながらショッピン

グしたり、野球放送を見ながらお気に入

りの選手の個人的な成績やプロフィール

を見たりすることができるようになりま

す。

■ WiBroのように新しい技術やサービス

が登場するときは、いつも賛否両論とな

ります。たとえば新しく登場したWiBroは

だめになるのではないかと言われたとき、

李さんはどのように回答されているので

しょうか？

● 個人的な考えですが、今、時代は音

声通信中心からデータ通信へと比重が

移り、さらにこれに映像（放送）が加わっ

てマルチメディア化の流れが強まってい

ます。一方、有線から無線に向かう流れ

も加速しています。

WiBro（ワイヤレスブロードバンド）は、

この流れの先頭を切っているもの、すな

わち、メガトレンド（高速大容量通信の流

れ）を主導しているといえますから、この

WiBroを選択したことに間違いはないと

思います。

WiBroのマーケットがいつ形成される

のかについては、それは多少の遅れがあ

るかもしれませんが、究極的には、この

選択は正しいと思います。また、条件に

よって変動しますが、HSDPAの下り方

向の伝送速度は、当初は下り1.5Mbpsで

上りは384kbpsくらいです。これに対し

てWiBroでは、当初、下りは4.2Mbpsで

上りは1.2Mbpsですから3倍くらいの性

能の差があります。

通信では伝送速度が一番大事ですか

ら、HSDPAに対してWiBroは競争力を

もっています。今後、新しい技術が出て

くるかもしれませんが、WiBroは現在の

技術を起点にしてさらに高速化を目指し

て技術開発を展開していくため、優位に

あると思います。WiBroの通信速度は

ユーザーが満足できるスピードであると

思いますし、魅力的なサービス（サービ

ス例は79ページ参照）の提供によって成

功できると思います。

WiBroを通して、サムスン電子がワイ

ヤレス分野の国際的なリーディングカンパ

ニーになれるよう、がんばっていきたい

と思います。

■ありがとうございました。

WiBro戦略を語るサムスン電子 常務　李 京周 氏
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Interview WiBro戦略を聞く‐2
特別レポート

KTはWiBroで
全世界マーケットへの進出を目指す
●鄭官永（チョン・クァンヨン）
KT 常務（WiBro担当）

■インタビュアー　金 知寛（キム・ジクァン）国立昌原(チャンウォン)大学校 副教授/本誌編集部

KTはWiBroを、
KTFはHSDPAを

■ 今回のWiBroのデモでは、“Wonder-

ffuull ll Life by KT WiBro”という標語が目

立ちましたが、“Wonderffuu ll ll”（fullが強調

されている）に意味があるのでしょうか？

● KT（韓国最大の通信事業者）の新社

長の南 重秀（ナム・ジュンス）氏は、もと

もとはKTの役員で、KTF（携帯電話会

社。KTの子会社）の社長を経て、KTの

社長に就任しました。就任後、南社長が

打ち出したのが、ワンダー（Wonder）経営

です。

“Wonderfull”（ワンダフル）ということを

顧客にいえるようなサービス、すなわち、

顧客に驚きと楽しさを与えるサービスを

開発して提供する経営理念が、ワンダー

経営なのです。

そこで今回のWiBro のサービスの

キャッチフレーズはワンダフルとなり、

“Wonderfull Life by KT WiBro”となっ

たのです。ですから、提供されるWiBro

のサービス名には、Wonder-Eye、Won-

der-Media、Wonder-Message、Wonder-

Phone、Wonder-Net、Wonder-Tourの6

つの“Wonder”が付けられています（78

～79ページの記事参照）。

■ KTのグループ会社であるKTFは、す

でにCDMA2000やW-CDMAのサービス

を展開していますが、KTがWiBroサービ

スを提供するとKTグループ内で両者は

競合しませんか？　今後、KTとKTFの

関係はどうなっていくのでしょうか？

● たとえば、テレビのマーケットではプ

ラズマ（PDP）や液晶（LCD）などの両方

が競合していますね。技術的にどちらが

良くて、どちらが成功するかというのは、

現在ではわかりません。ですから、両方

とも市場に出していくしかないのです。

それと同じように、WiBroとW-CDMA

の高速版であるHSDPAのどちらが良い

かについては、今は明言できません。両

方が発展していくということです。した

がって、KT は WiB r o を、KTF は

HSDPAを提供していきます。

HSDPAには、WiBroにない長所があ

ります。たとえば、移動性においては時

速250kmという高速な環境でも通信が

できたり、全国的に通信ができたりしま

す。WiBroではそこまでできませんが、

WiBroには規格の面から、下り方向の伝

送速度が最大18.5Mbps（HSDPAの下り

は最大 14Mbps）で、上りは 6.2Mbps

（HSDPAの上りは最大2Mbps）と、上り

に関してはWiBroがHSDPAの3倍も高

速であるなどという長所があります。

また、WiBroにはHSDPAとは異なっ

た技術的な特長がほかにもあるので、単

純な速度の比較は適切ではありません。

KTは、このようなWiBroの特長を生か

しながら、技術的な発展とマーケットへ

の展開を図ります。

一方、KTFはHSDPAの技術的進化

をリードし、携帯電話サービスの拡大を

進めていきますが、この過程で、両者が

ウィン‐ウィンとなるように、グループ全体

として調整していくことになると思いま

す。

■ WiBroの上りの速度は、HSDPAの3
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倍も高速なんですね。

● そうです。HSDPAとWiBroの最大

の違いは、この上りに3倍もの伝送速度

の差があることなのです。それは何を意

味するかというと、今まではインターネッ

トはほとんどダウンロード（下り通信）の

サービスが中心でした。しかし、今後増

大すると予測される、たとえば自分の写

真（あるいはビデオ）を撮って相手に映像

を送ったりする場合は、上り通信（アップ

ロード）となります。WiBroはこのような

ユーザーの獲得を目指しますので、多少

の重なりはありますが、HSDPA と

WiBroでは狙うマーケットが違うのです。

WiBroマーケットは、このような分野に

応用されて大きくなっていくと思います。

WiBroの「ネットワーク」「端
末」「サービス」を全世界へ

■ ところで、韓国ではモバイル向けデジ

タル放送であるDMBのサービスが開始

されていることもあって、トリプルプレイ

サービスについて、熱心に取り組んでい

ますね。しかし、KTは「WiBro」（データ

通信）、「CDMA」（電話）、「DMB」（放送）

の3つのサービス（トリプルプレイサービ

ス）を、2.3GHz帯の1つの周波数ではな

く、それぞれ別々の周波数で行っていま

す。なぜ別々の周波数なのでしょうか？

● WiBroサービスを提供するにあたっ

て、最初にいろいろと検討しました。

まず、技術的にQoS（サービス品質）の

問題をすぐに解決するのは難しいのでは

ないかということです。

次に、WiBroは都市部中心のデータ通

信サービスのため、地方でも通信できる

携帯電話（CDMA）とは異なった周波数

帯（2.3GHz帯）になっています。そのた

めWiBroの周波数だけに限定してしまう

と、田舎に行って電話ができないなどの

問題が起こるのです。ですから、WiBro

と周波数の異なる現在の電話の周波数

（例：2GHz帯）を使用するしかないので

す。

さらに、DMB（放送）については、いろ

いろな放送局の膨大な映像コンテンツを

扱いますので、圧縮して配信したり、著

作権管理に対応したり、大変な労力を必

要とします。このため、放送番組（放送電

波の周波数）をそのまま受信できるように

するほうが、当面は使い勝手が良いので

す。

このような考えから、WiBro端末に、

DMBチップ（放送用）とWiBro チップ

（データ通信用）、CDMAチップ（音声通

信用）の3つのチップを組み込んで対応

しています。つまり、インフラ（周波数）で

はなくサービスの面から統合し、トリプル

プレイサービスを実現しているのです。

これを 1チップ化するために、すでに

KTでは研究・開発を進めています。

■ 今回実験されたWiBroシステムは、

当然韓国で使用されますが、全世界に輸

出して販売していく予定ですか？

● 現状では、有線の固定電話ビジネス

はAT&T、BT（ブリティシュ・テレコム）、

そして当社（KT）も含めて、どこの通信

事業者もうまくいっていません。一方、携

帯電話（モバイル）に関しては、もう市場

が飽和状態です。唯一残っている市場が

無線データ通信のマーケットで、この分

野は現在成長していますし、これからも

成長する有望な市場です。それに一番ふ

さわしいのがWiBroであることについ

て、我々は強い確信をもっています。で

すから、今後は海外にどんどん展開して

いきたいと思っています。

今回、APECへの参加国を中心に300

名ほど、国内外から IT関係のVIPを、

会場である釜山のパラダイスホテルに招

き、WiBroのオープニングセレモニーと

カンファレンスを行いました。これを通し

て、WiBroネットワーク、WiBro端末、そ

して提供されるWiBroサービスのすば

らしさを体感し、確信していただけたの

ではないかと思います。参加者が帰国

し、各国でWiBroの導入について検討

されることを期待しています。

今後、商用化目前の2006年2月にはさ

らに実践的なWiBroのトライヤルを行

い、4月からの本格的なサービスに備え

ていきます。

■ありがとうございました。

WiBro戦略を語るKT 常務　鄭 官永 氏
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